
  

②  フットサル利用人口の予測人口 

フットサル利用人口デ－タがないため、2011 年度版レジャ－白書のサッカ

－利用関係のデ－タを参考に、当該防災公園を中心に利用圏域を５ｋｍとして

フットサル利用人口を設定する。 

算定の結果、利用予測人口は、下表に示すように約 4100 人とする。 

 

 

 

 

  【テニスの参加対象者数の設定】 

・利用者圏域は 5km と設定。 

・公園の誘致距離は、街区公園で 250m、近隣公園で 500m、地区公園で 1km を標

準として配置されているが、当該インドアテニス、フットサルにおいては、

民間経営のレジャ－産業として位置づけて対象利用者圏域を設定する。 

・はり地区防災公園の競合公園として羽ノ浦健康スポ－ツランドの防災公園と

なり、地形状況や市街地の構成及び自家用車で 15 分程度等の要素を考慮し、

中間距離の 5km 圏域内の住民を対象とする。 

・利用者圏域 5km の人口は、阿南市の中央地域の 11219 人、見能林地域の 10806

人、那賀川地域の那賀川河口部 405 人の合計 22430 人を対象とする。 

中央地域の人口 

 

 

 

 

 

 

 

見能林地域の人口 
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はり地区防災公園：フットサルの利用圏域

はり地区防災公園

５ｋｍ圏域

羽ノ浦地区防災公園

５ｋｍ圏域

５ｋｍ利用者圏域の人口の設定

・公園の誘致距離は、街区公園で250m、近隣公園で500m、地区公園で
1kmを標準として配置されているが、当該インドアテニスやフットサルに
おいては、民間経営のレジャ－産業として位置づけ、対象利用者圏域

を設定する。

・はり地区防災公園の競合公園として羽ノ浦健康スポ－ツランドの防災

公園となり、地形状況や市街地の構成及び自家用車で15分程度でい
ける等の要素を考慮し、中間距離の5km圏域内の住民を対象とする。
・利用者圏域5kmの人口は、阿南市の中央地域の11219人、見能林地
域の10806人、那賀川地域の那賀川河口部405人の合計22430人を対
象とする。

中央地域の人口 見能林地域の人口 那賀川地域の人口
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           那賀川地域の那賀川河口部の人口 

 

  【テニスの参加率】 

レジャ－白書「地域別余暇活動参加率の特徴(平成 22 年)」によると四国地方

のサッカ－の参加率は 4.7％とする。 
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  【年間平均活動回数】 

レジャ－白書の「余暇活動への参加・消費の実態（平成 22 年）」によると四

国地方のテニスの年間平均活動回数は 13.1 回とする。 

 

 

  ・本施設を利用する割合 
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③フットサルコ－ト立地の可能性 

徳島市の既設民間フットサルコ－トの利用状況や利用人口予測により、はり 

地区防災公園への立地は日常スポ－ツの余暇活動や災害時の避難施設利用等

に効果が期待される。 

     また、夜間利用が多く想定され、インドアテニスと同様に民間管理運営型に 

することにより維持管理面の削減効果も期待される。 

 

 

④フットサルコ－トの形状 
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⑤フットサルコ－トの設置位置 

フットサルコ－トは屋外型とし、当該公園の形状や利用目的の関係から西 

南方向に展開する多目的広場に設置する。 

    災害時は一時的避難地や収容生活のテント設営等に利用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フットサル設置計画位置 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フットサル設置イメ－ジ図 
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３． 緊急時の避難施設への利用計画マニュアルの作成 

【避難所開設後の対応マニュアル（案）】 

 

ａ．収容避難所開設直後の対応 

 

  （施設管理者の役割） 

    すでに避難者が公園に到着し、阿南市災害対策本部から収容避難所管理責

任者が到着していない場合。 

   ・必要な収容スペ－スをあらかじめ防災公園として定めておいた解放優先順

に解放し、応急的な収容措置。 

   ・収容避難所管理責任者に代わって「阿南市地域防災計画」において、想定

される初期対応。 

ア.避難所開設状況の阿南市災害対策本部への報告 

イ.避難所開設区域における避難者区域の指定 

ウ.災害弱者への配慮（寝たきり老人、しょうがい者等） 

エ.大量避難者対応のためのテント設置 

オ.概括的な避難状況等を阿南市災害対策本部へ報告 

（収容人数、食料、毛布、寝具等の必要数） 

 

   （避難所開設・運営支援班としての役割） 

           ア.飲料水・生活用水の確保 

イ.電気・照明器具、燃料の確保 

ウ.応急トイレの設置・維持管理 

エ.負傷者に対する応急措置 

オ.備蓄物資、救援物資の要請・受け入れ、管理・確保 

カ.施設内の清掃、ゴミ・廃棄物の管理 

キ.避難者との連絡窓口、情報提供 

ク.公園施設内にある避難所運営に役立つ備品・施設を点検整理 
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ｂ．避難収容長期化への対応 

 

  （施設管理者の役割） 

  避難収容が長期化する場合に、収容避難所管理責任者に代わって、「阿南市

地域防災計画」において想定されている対応 

ア.連絡所の設置 

イ.避難者名簿の作成及び各種書類の整備 

ウ.避難所周辺の被害状況の把握 

エ.避難所に業務の管理 

オ.避難所運営委員会の設置 

 

  （避難所開設・運営支援班としての役割） 

    避難所開設後の対応を継続する他、次の項目 

ア.協同炊き出しへの協力 

イ.ボランティア受け入れへの対応 

ウ.避難所内の秩序維持、盗難防止、防火見回り 
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第４章 公共施設等運営権譲渡の採算可能性の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
はじめに 

 

公共施設等運営権の創設と活用について 

 

  平成 23 年 6 月 1 日に、「民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する

法律（以後 PFI 法）は改正され、公共施設等運営権が創設された。PFI 法が平成 11 年

9 月に施行されて以来、450 件以上の実施方針が公表され 300 件以上の PFI事業が運営

段階に入っている。この間、PFI 事業の運営に於いては、その設計、建設、維持管理、

運営に於いて従来の公共事業には見られなかったような創意・工夫が多く見られたが、 

  運営に関しては、発注者側の意向（要求水準）に従うことより、民間側からの提案或

いは、運営期間中の新たな投資等に制約があった。このため行政が保有する公共施設、

土地等の有効活用に新たな枠組みが必要との認識が深まり、今回の公共施設等運営権

の創設となった。公共施設等運営権の最大の特徴は、当該公共事業に係る施設は行政

が所有権を保有することが前提であり、その施設を活用し提供する公共サービスの対

価として一定の使用料、利用料を徴収することが出来る事業を対象とし、運営業務を 

  独立させることによって「公共施設等運営権」という新しいみなし物件としたことで

ある。これによって行政は「公共施設等運営権」を設定、譲渡が可能となった。 

  譲渡を受けた PFI 事業者は、従来以上に新たな投資も含め創意工夫を行うことによっ

て収入の最大化を図ることが可能となる。結果として行政（発注者）は公共施設等運

営権譲渡の対価として収入を得ることによって財政負担の軽減ができ、PFI 事業者はそ

の努力によって自らの収入を増やすことが可能となり、住民はより高品質のサービス

の提供を受けられることとなる。 

  今回、新たな緊急避難施設を検討するにあたり、防災公園の形態において公共施設等

運営権を活用することによって屋内スポーツ施設（テニス）事業が採算性の高い事業

として成立するかどうかを調査・分析することとした。 
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億
円
の
う
ち
「
テ
ニ
ス
場
部
門
売
上
高
」
は
55
2
億
円
で
あ
り
全
体
の
3
4
.2
％
と
な
っ
て
い
る
。

全
国
7
,1
5
0
千
人
、
徳
島
県
4
3
千
人
、
阿
南
市
4
,1
0
0
人
、
阿
南
都
市
圏
7
,6
0
0
人

(3
)入
会
金
・
月
会
費

①
現
在
の
テ
ニ
ス
ス
ク
－
ル
生

全
国
1
0
0
,3
00
人
、
徳
島
県
4
0
0
人
、
阿
南
市
4
0
人
、
阿
南
都
市
圏
①
5
5
人
、
阿
南
都
市
圏
②
7
0
人

徳
島
県
は
、
年
間
売
上
高
4
.2
億
円
の
う
ち
、
全
国
平
均
と
同
様
に
「ス
ク
－
ル
」
（
2
.7
億
円
、
6
4
.2
％
）
が
最
も
多
い
。

運
営
方
法
別
に
は
「ス
ク
－
ル
」
の
実
施
事
業
所
は
年
間
売
上
高
が
高
く
「
面
貸
し
」
の
み
の
事
業
者
は
低
い
。

(2
)テ
ニ
ス
参
加
人
口

(1
)テ
ニ
ス
へ
の
参
加
率

○
会
員
数
（
個
人
会
員
、
ス
ク
－
ル
生
）
は
全
国
平
均
に
比
べ
２
割
少
な
い
が
、
頻
度
が
高
い
。
ス
ク
－
ル
生
の
平
均
受
講
回
数
（
約
２
回
/
月
）
で
全
国
平
均
の
２
倍
。

○
正
社
員
の
割
合
が
高
い
。
１
事
業
所
あ
た
り
の
就
業
者
数
は
全
国
平
均
よ
り
少
な
い
が
、
正
社
員
の
割
合
が
高
く
経
営
の
硬
直
化
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
。

③
現
在
の
ｽ
ｸ-
ﾙ
生
+
個
人
会
員

全
国
3
7
1
,0
00
人
、
徳
島
県
2
,8
0
0人
、
阿
南
市
2
7
0
人
、
阿
南
都
市
圏
①
38
0
人
、
阿
南
都
市
圏
②
4
9
0
人

約
１
１
％
、
約
４
％
は
伸
び
る
傾
向
に
あ
る
。
：
概
ね
1
0
～
1
3
％
で
推
移
し
て
お
り
、
概
ね
4
～
5
％
の
伸
び
で
推
移
し
て
い
る
。

約
５
０
０
～
６
０
０
億
で
横
ば
い
：
平
成
1
2
年
度
ま
で
は
概
ね
横
ば
い
、
平
成
1
2
年
か
ら
平
成
1
8
年
に
か
け
て
は
増
加
、
平
成
1
8
年
以
降
は
横
ば
い
。

1
-
2　
　
国

民
の
テ
ニ

ス
活
動
参

加
動
向

調
査
資
料

「
レ
ジ
ャ
－
白
書
」
の
国
民
の
余
暇
意
識
及
び
余
暇
活
動
へ
の
参
加
実
態
よ
り

約
７
％
：
全
国
の
テ
ニ
ス
の
参
加
率
は
概
ね
5
～
8
％
で
推
移
し
て
い
る
。

約
7
5
6
万
人
：
平
成
1
3
年
か
ら
減
少
傾
向
に
あ
り
、
平
成
1
9
年
に
は
5
7
0
万
人
、
平
成
2
2
年
に
は
7
5
0
万
人
と
な
っ
て
い
る
。

約
2
6
回
/年
（
月
2
回
）
：微
増
傾
向
に
あ
り
、
１
０
年
間
の
平
均
で
は
約
２
６
回
（
月
２
回
程
度
）と
な
っ
て
い
る
。

約
３
万
円
：
概
ね
横
這
い
傾
向
で
、
１
０
年
間
の
平
均
で
は
用
具
等
は
1
1
,3
1
0
円
、
会
費
等
1
8
,1
6
0
円
で
合
計
2
9
,4
9
0
円
と
な
っ
て
い
る
。

(6
)ﾃ
ﾆ
ｽ
ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞ・
ｽ
ｸ-
ﾙ
産
業
の
市
場
規
模

(5
)テ
ニ
ス
参
加
希
望
率

(4
)１
人
あ
た
り
年
間
平
均
費
用

全
国
4
7
2
,0
00
人
、
徳
島
県
3
,2
0
0人
、
阿
南
市
3
1
0
人
、
阿
南
都
市
圏
①
43
5
人
、
阿
南
都
市
圏
②
5
6
0
人

（
平
日
：
昼
）
1
,6
0
0
～
4
,8
0
0
円
/
1
h
（
平
均
2
,9
0
0
円
/1
h
）
、
（
平
日
：
夜
）
2
,0
0
0
～
6
,0
0
0
円
/
1
h
（
平
均
4
,8
4
0
円
/
1
h）

入
会
金
5
,2
50
～
6
,3
0
0
円
（
平
均
5
,5
1
0
円
）

２
．
徳
島
県

内
の
イ
ン

ド
ア
テ
ニ

ス
の
事

例
分
析

施
設
箇
所
：
９
箇
所
、
建
物
タ
イ
プ
（
テ
ン
ト
型
：
４
箇
所
、
体
育
館
型
：
５
箇
所
）

(1
)施
設
箇
所
・
コ
－
ト
数

(2
)レ
ン
タ
ル
コ
－
ト
利
用
料

1
-3

阿
南
市
に

お
け
る
テ

ニ
ス
需
要

推
計

②
現
在
の
個
人
会
員

(3
)就
業
者

雇
用
形
態
別
に
は
全
国
で
は
「
パ
－
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
が
最
も
多
い
が
、
徳
島
県
で
は
「
正
社
員
」
が
最
も
多
い
。

③
保
有
コ
－
ト
面
数
別
年
間
売
上
高

(5
)会
員
数
及
び
ス
ク
－
ル
生
数

徳
島
県
の
場
合
、
法
人
会
員
は
１
事
業
所
の
み
で
会
員
数
は
不
明
、
個
人
会
員
は
2
7
5
人
、
ス
ク
－
ル
生
ﾊ
2
,7
7
1
人
、
１
事
業
所
あ
た
り
個
人
会
員
9
4
人
、
ス
ク
－
ル
生
3
4
6
人
で
全
国
平
均
で
比
べ
る

と
や
や
少
な
い
。
年
齢
別
で
は
男
性
は
5
0
歳
代
が
少
な
く
6
0
歳
以
上
が
多
く
、
女
性
は
5
0
歳
代
､4
0
歳
代
が
少
な
く
２
０
歳
代
、
３
０
歳
代
が
や
や
多
い
。

②
就
業
者
規
模
別
年
間
売
上
高

就
業
者
１
人
あ
た
り
の
年
間
売
上
高
は
3
80
万
円
/
人
で
、
就
業
者
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
１
人
あ
た
り
売
上
高
は
大
き
く
な
る
が
大
き
な
差
は
見
ら
れ

な
い
。

１
コ
－
ト
あ
た
り
年
間
売
上
高
は
6
8
1
万
円
/
コ
－
ト
で
、
保
有
コ
－
ト
数
が
少
な
い
ほ
ど
１
コ
－
ト
あ
た
り
の
売
上
高
は
大
き
い
。

(4
)年
間
売
上
高

①
運
営
方
法
別
年
間
売
上
高

②
運
営
方
法

③
コ
－
ト
数

(2
)事
業
所
数
（
テ
ニ
ス
場
数
）

経
営
組
織
は
「
会
社
」
6
2
.1
％
、
会
社
以
外
の
法
人
1
5
.5
％
、
個
人
2
2
.3
％

1
-1

テ
ニ
ス
場

提
供
業
の

動
向

3
-
1
　
基
本
方
針

(1
)テ
ニ
ス
場
の
概
況

民
間
運
営
に
よ
り
、
低
廉
で
良
質
な
サ
－
ビ
ス
提
供
と
、
災
害
時
に
は
避
難
場
所
と
し
て
活
用
で
き
る
公
園
整
備
の
推
進
を
図
る
。

月
会
費
（
ジ
ュ
ニ
ア
）
4
,0
0
0
～
8
,5
5
0円
/
月
（
週
１
回
）
、
（
一
般
）
4
,8
0
0
～
9
,8
7
0
円
/月
（
週
１
回
）

(1
)　
テ
ニ
ス
人
口

3
-
2
　
施
設
計
画
案

３
．
屋
内
ス

ポ
－
ツ

施
設
計

画
案

（
休
日
：
昼
）
2
,0
0
0
～
6
,0
0
0
」
円
/
1
h
（平
均
3
,6
1
0
円
/
1
h
）
、
（
休
日
：
夜
）
2
,0
0
0
～
7
,2
0
0
円
/
1
h
（
平
均
5
,3
4
0
円
/
1h
）

(2
)　
テ
ニ
ス
ス
ク
－
ル
参
加
人
口

①
経
営
組
織

会
員
制
、
ス
ク
－
ル
、
面
貸
し
併
用
の
事
業
所
が
多
い
が
、
徳
島
県
は
全
国
平
均
に
比
べ
会
員
制
、
ス
ク
－
ル
が
少
な
い
。

徳
島
県
で
は
、
総
コ
－
ト
数
7
5
面
の
う
ち
屋
内
9
面
、
屋
外
6
6
面
で
あ
り
、
全
国
平
均
に
比
べ
屋
内
コ
－
ト
が
や
や
少
な
い
。

3
-
3
　
事
業
費
概
算

コ
ン
セ
プ
ト
：阿
南
市
民
の
健
康
を
は
ぐ
く
む
全
天
候
型
ス
ポ
－
ツ
区
間
の
提
供

公
園
機
能
と
連
携
し
、
市
民
誰
も
が
楽
し
め
、
利
用
で
き
る
よ
う
な
開
か
れ
た
施
設
と
す
る
。

１
．
テ
ニ
ス
市
場
の
動
向
分
析

建
築
面
積
3
3
6
0
m
2
、
屋
内
床
面
積
3
2
2
0
m
2
、
主
体
構
造
：
鉄
骨
造
、
階
数
：
１
階
建
、
最
高
高
さ
：
約
1
5m

イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス
コ
－
ト
３
面
、
ロ
ビ
－
、
カ
ウ
ン
タ
－
、
事
務
所
、
更
衣
室
、
シ
ャ
ワ
－
ル
－
ム
、
Ｗ
Ｃ
、
会
議
室
、
倉
庫

設
計
管
理
委
託
費

建
築
工
事
費
概
算

　
２
９
，
６
１
０
，
０
０
０
円

４
３
５
，
７
５
０
，
０
０
０
円

コ
－
ト
数
：
１
７
面
、
（
オ
ム
ニ
コ
－
ト
：５
箇
所
、
カ
－
ペ
ッ
ト
：
３
箇
所
、
人
口
芝
：
１
箇
所
）

現
在
の
テ
ニ
ス
参
加
率
（
年
１
回
以
上
行
っ
た
人
）
：
資
料
、
国
民
ア
ン
ケ
－
ト
（
レ
ジ
ャ
－
白
書
）

(3
)１
人
あ
た
り
年
間
平
均
活
動
回
数

１



先
導
的
官
民
連
携
支
援
事
業
公
共
施
設
等
運
営
検
討
業
務

業
務
概
要
書
そ
の
３
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営
業
収
入

入
会
金

2
%

2
%

2
%

ス
ク
－
ル
レ
ッ
ス
ン
料

8
1
%

8
1
%

8
5
%

レ
ン
タ
ル
コ
－
ト
利
用
料

9
%

9
%

6
%

自
販
機
売
上

2
%

2
%

2
%

物
販
売
上

5
%

5
%

5
%

合
計

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

営
業
支
出

人
件
費

4
7
%

3
8
%

3
4
%

正
社
員

パ
－
ト

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
－

施
設
維
持
費

2
8
%

2
0
%

1
6
%

保
守
管
理
費

水
道
光
熱
費

修
繕
費

材
料
費

6
%

6
%

5
%

自
販
機

物
販

租
税
公
果

1
%

0
%

0
%

法
人
県
民
税

法
人
市
民
税

そ
の
他

8
%

8
%

8
%

宣
伝
広
告
費

雑
費

合
計

9
0
%

7
2
%

6
4
%

②
収
支

1
0
%

2
8
%

3
6
%

（
千
円
）

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

７
年

８
年

９
年

１
０
年

１
１
年

１
２
年

１
３
年

１
４
年

１
５
年

1
2
,0
1
2
1
8
,0
1
8
2
4
,0
2
4
3
0
,0
3
1
3
0
,0
3
1
3
0
,0
3
1
3
0
,0
3
1
3
0
,0
3
1
3
0
,0
3
1
3
0
,0
3
1
3
0
,0
3
1
3
0
,0
3
1
3
0
,0
3
1
3
0
,0
3
1
3
0
,0
3
1

1
6
,0
6
0
1
9
,9
5
9
2
6
,0
4
7
2
6
,9
7
6
2
6
,9
7
6
2
6
,9
7
6
2
6
,9
7
6
2
6
,9
7
6
2
6
,9
7
6
2
6
,9
7
6
2
6
,9
7
6
2
6
,9
7
6
2
6
,9
7
6
2
6
,9
7
6
2
6
,9
7
6

-
4
,0
4
8
-
1
,9
4
0
-
2
,0
2
2

3
,0
5
4

3
,0
5
4

3
,0
5
4

3
,0
5
4

3
,0
5
4

3
,0
5
4

3
,0
5
4

3
,0
5
4

3
,0
5
4

3
,0
5
4

3
,0
5
4

3
,0
5
4

（
円
）

0
0

0
0

0
0

0
1
,0
0
0
,0
0
0
1
,0
0
0
,0
0
0
1
,0
0
0
,0
0
0
1
,0
0
0
,0
0
0
1
,0
0
0
,0
0
0
1
,0
0
0
,0
0
0
1
,0
0
0
,0
0
0
1
,0
0
0
,0
0
0

0
0

0
3
,0
5
4
,9
4
3
3
,0
5
4
,9
4
3
3
,0
5
4
,9
4
3
3
,0
5
4
,9
4
3
1
,0
0
0
,0
0
0
1
,0
0
0
,0
0
0
1
,0
0
0
,0
0
0
1
,0
0
0
,0
0
0
1
,0
0
0
,0
0
0
1
,0
0
0
,0
0
0
1
,0
0
0
,0
0
0
1
,0
0
0
,0
0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
,0
6
4
,9
4
3
1
,0
6
4
,9
4
3
1
,0
6
4
,9
4
3
1
,0
6
4
,9
4
3
1
,0
6
4
,9
4
3
1
,0
6
4
,9
4
3
1
,0
6
4
,9
4
3
1
,0
6
4
,9
4
3

（
千
円
）

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

７
年

８
年

９
年

１
０
年

１
１
年

１
２
年

１
３
年

１
４
年

１
５
年

1
7
,0
0
1
2
5
,5
0
1
3
4
,0
0
2
4
2
,5
0
2
4
2
,5
0
2
4
2
,5
0
2
4
2
,5
0
2
4
2
,5
0
2
4
2
,5
0
2
4
2
,5
0
2
4
2
,5
0
2
4
2
,5
0
2
4
2
,5
0
2
4
2
,5
0
2
4
2
,5
0
2

1
9
,5
3
8
2
2
,2
3
9
2
9
,4
3
2
3
0
,5
7
3
3
0
,5
7
3
3
0
,5
7
3
3
0
,5
7
3
3
0
,5
7
3
3
0
,5
7
3
3
0
,5
7
3
3
0
,5
7
3
3
0
,5
7
3
3
0
,5
7
3
3
0
,5
7
3
3
0
,5
7
3

-
2
,5
3
7

3
,2
6
2

4
,2
4
4
1
1
,9
2
9
1
1
,9
2
9
1
1
,9
2
9
1
1
,9
2
9
1
1
,9
2
9
1
1
,9
2
9
1
1
,9
2
9
1
1
,9
2
9
1
1
,9
2
9
1
1
,9
2
9
1
1
,9
2
9
1
1
,9
2
9

赤
字
期
間

（
円
）

0
0
1
,5
0
0
,0
0
0
4
,0
0
0
,0
0
0
4
,0
0
0
,0
0
0
4
,0
0
0
,0
0
0
4
,0
0
0
,0
0
0
4
,0
0
0
,0
0
0
4
,0
0
0
,0
0
0
4
,0
0
0
,0
0
0
4
,0
0
0
,0
0
0
4
,0
0
0
,0
0
0
4
,0
0
0
,0
0
0
4
,0
0
0
,0
0
0
4
,0
0
0
,0
0
0

0
3
,2
6
2
,6
1
7
1
,5
0
0
,0
0
0
4
,0
0
0
,0
0
0
4
,0
0
0
,0
0
0
4
,0
0
0
,0
0
0
4
,0
0
0
,0
0
0
4
,0
0
0
,0
0
0
4
,0
0
0
,0
0
0
4
,0
0
0
,0
0
0
4
,0
0
0
,0
0
0
4
,0
0
0
,0
0
0
4
,0
0
0
,0
0
0
4
,0
0
0
,0
0
0
4
,0
0
0
,0
0
0

0
0
1
,2
4
4
,0
8
9
3
,9
2
9
,3
5
3
3
,9
2
9
,3
5
3
3
,9
2
9
,3
5
3
3
,9
2
9
,3
5
3
3
,9
2
9
,3
5
3
3
,9
2
9
,3
5
3
3
,9
2
9
,3
5
3
3
,9
2
9
,3
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公共施設等運営権譲渡の採算可能性の検討（１）

※管理責任者

施設管理者は、民間委託者



  

 

 １．テニス市場の動向分析 
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２．徳島県内のインドアテニスの事例分析 
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３．屋内スポーツ施設計画案 
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４．運営計画 
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５．今後の予定表
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 新規公園事業概算要望

 地元説明会（都計のため）

 都市計画決定

 交付申請

 地元説明会（測量の立入）

 測量、造成、公園計画

 公園事業認可

 丈量、補償調査、用地買収

 工事着工（造成工事）

 工事着工（舗装、公園）

 工事着工（貯水タンク）

 可能性調査（インドアテニス）

 アドバイザリー（公共施設運営権等）

 実施方針の公表

 特定事業の選定

 長期債務負担行為議決

 入札書類の公表

 資格審査公表

 ＳＰＣ事業者の決定

 ＳＰＣ事業の決定（詳細設計、工事）

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

　　　C = 30,000千円

平成２９年度

　　　　　　　６　　　　　９　　　　　１２ 　　　　　　　６　　　　　９　　　　　１２ 　　　　　　　６　　　　　９　　　　　１２ 　　　　　　　６　　　　　９　　　　　１２ 　　　　　　　６　　　　　９　　　　　１２ 　　　　　　　６　　　　　９　　　　　１２

　　　C = 100,000千円～200,000千円 　　　C = 370,000千円 　　　C = 480,000千円 合計　C=985,000～1,085,000千円

工　程　表

公

園

事

業

公
園
事
業

Ｐ
Ｆ
Ｉ

事　　業　　費 　　　市単費　　C =  5,000千円

C=30,000千円

事前協議

C=25,000千円

C=95,000千円～195,000千円

C=300,000千円

C=30,000千円

C=70,000千円

C=5,000千円

C=5,000千円

C=450,000千

（都計のための費用）
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第５章 業務打合わせ記録簿 
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